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一
月
例
会
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
お
雇
い
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
に
関
す
る
新
知
見
②

〈
識
列
毎
鐸
惇
溶
娠
詐
詞
毛
詐
季
吋
”
惇
雫
に
つ
い
て
）

Ｈ
・
ポ
イ
ケ
ル
ス

石
田
純
郎

一
、
呉
秀
三
先
生
編
・
肖
哲
写
の
絵
巻
岡
田
靖
雄

二
月
例
会
二
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
金
置
要
略
の
底
本
に
つ
い
て
小
曽
戸
洋

一
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
小
児
科
領
域
に
つ
い
て
の
一
考
察

安
達
原
嘩
子

三
月
例
会
三
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
、
近
代
に
お
け
る
日
中
漢
方
医
籍
の
流
通
に
つ
い
て
真
柳
誠

一
、
阿
知
波
五
郎
先
生
を
偲
ぶ
大
鳥
蘭
三
郎

（
追
加
演
題
）
山
田
正
珍
の
生
年
と
残
年
長
谷
川
弥
人

四
月
例
会
四
月
二
十
三
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
古
学
と
古
医
学
、
特
に
荻
生
狙
裸
と
吉
益
東
洞
に
関
連
し
て

一
、
．
気
留
滞
説
」
と
「
万
病
毒
説
」
に
つ
い
て

ｌ
江
戸
時
代
古
方
派
の
病
因
論
Ｉ
花
輪
壽
彦

．
気
留
滞
説
」
と
「
万
病
一
毒
説
」
を
対
立
す
る
病
因
論
と
は
考
え
ず

に
、
む
し
ろ
古
方
派
の
め
ざ
し
た
「
医
諭
の
簡
略
化
」
と
「
臨
床
経
験
の
重

視
」
と
い
う
歴
史
的
な
流
れ
の
な
か
で
、
両
者
の
共
通
性
と
相
違
点
に
つ
い

て
若
干
の
考
究
を
試
み
た
．

「
一
気
留
滞
説
」
に
つ
い
て
は
『
病
因
論
』
（
香
川
修
庵
述
）
と
『
救
弊

医
話
』
（
赤
沢
容
斎
）
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
。
「
万
病
一
毒
説
」

に
つ
い
て
は
『
東
洞
全
集
』
に
拠
っ
た
。
東
洞
の
一
毒
説
は
．
気
留
滞

説
」
と
い
う
発
生
病
理
の
中
に
あ
る
「
思
弁
」
を
排
す
る
と
い
う
形
で
提
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
．
ま
た
生
体
内
の
病
変
に
対
し
、
「
毒
」
と

い
う
概
念
を
与
え
た
思
想
的
基
盤
と
し
て
、
『
筍
子
』
の
「
正
名
思
想
」
を

引
用
し
た
。
東
洞
が
「
毒
の
所
在
」
と
い
う
固
体
病
理
学
的
思
考
に
立
ち
な

荒
木
ひ
ろ
し

一
、
脚
気
と
ビ
タ
ミ
ン
炉
辺
話
し
山
下
政
三

六
月
例
会
六
月
二
十
五
月
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
愛
生
館
の
機
構
に
つ
い
て
沼
倉
延
幸

一
、
「
一
気
留
滞
説
」
と
「
万
病
一
毒
説
」
に
つ
い
て

ｌ
江
戸
時
代
古
方
派
の
病
因
論
Ｉ
花
輪
壽
彦

一
、
中
川
五
郎
治
の
用
い
た
痘
苗
株
に
つ
い
て
添
川
正
夫
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一
例
会
講
演
要
旨
一
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